
 

 

 

 

 

 今年度初めて実施した「創立者出身地への学生派遣プログラム」について，プログラムの締めくくりとして，参加者・

同行教職員・受入れ自治体職員によるプログラム総括及び次年度のプログラム編成（改善）にむけた提案のための熟議

を実施しました。 

プログラム参加者（参加地域・グループ混在）及び社会連携機構スタッフ，行政職員が，プログラムを通じて，それ

ぞれの立場で得られたもの，気づいたことなどを語りあう場を通じて，参加者全体で創立者出身地への学生派遣プログ

ラムについて考えました。 

 

日時 ２０１３年１月７日（日） 

会場 明治大学駿河台キャンパス大学会館 

参加者 学生２３名，社会連携機構スタッフ９名，受入れ自治体（鯖江市）１名 

 

熟議内容 

 ①プログラム全般について（熟議を用いた地域の人々との交流・連携，事前学習・研究，現地フィールドワークなど） 

②テーマについて（プログラムテーマ，グループテーマ） 

③プログラムの感想（得られたもの，気づいたこと，良かった点，悪かった点） 

④次年度のプログラムに望むこと，今後取り組んでみたいプログラム内容について 

 

上記①～④の熟議内容をふまえ， 

 

今回のプログラムの課題と解決策をまとめ，次年度のプログラムについての提案を発表用シート（２枚）で作成する。 

 

熟議～発表 

参加者は５グループに分かれ，「創立者出身地への学生派遣プログラム」について熟議しました。 

 

グループ別熟議状況 

 

 
 
熟議の様子 

   
 
 

 

 

 

【グループ①】

№ 氏　名 参加地域 参加テーマ 所属・学年

※1 藤江　昌嗣 鯖江，天童 社会連携機構長

2 中村  未里 天童市 温泉 政治経済学部１年

3 竜澤　はるか 天童市 フルーツ 農学部１年

4 柴田　研三郎 鳥取市 ◎空き家活用 商学部４年

5 包  辰 鳥取市 都会で売れる「鹿野ブランド」つくり 農学部２年

6 山下　龍太郎 鯖江市 ◎中心市街地の賑わいの創出について 大学院商学研究科１年

※ファシリテーター　◎現地プログラムグループリーダー



発表シート 
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熟議の様子 

     

 

発表シート 

       

 

 

【グループ②】

№ 氏　名 参加地域 参加テーマ 所属・学年

※1 宮腰　哲雄 鳥取 社会連携副機構長

2 藤田 惇志 天童市 ホームタウンスポーツ 商学部３年

3 朴　何林 鳥取市 鳥取・鹿野のおもてなし 文学部２年

4 植村　正之 鳥取市 都会で売れる「鹿野ブランド」つくり 政治経済学部２年

5 伴　雄介 鯖江市 ◎鯖江型の生涯スポーツ社会の実現 経営学部４年

6 渡辺　敏広 鯖江市 鯖江市役所

7 松尾　太博 鳥取市 ◎鳥取・鹿野のおもてなし 経営学部４年

※ファシリテーター　◎現地プログラムグループリーダー



グループ③とグループ④は，出席者数の関係で合同熟議を実施しました。 

 

熟議の様子 

   
発表シート 

   

      

 

 

 

【グループ③】【グループ④】

№ 氏　名 参加地域 参加テーマ 所属・学年

※1 源　由理子 鯖江 地域連携推進副センター長

2 戸川　翔太 天童市 ◎温泉 情報コミュニケーション学部２年

3 久野　晃弘 天童市 歴史 経営学部２年

4 張　斯維 鳥取市 鳥取・鹿野のおもてなし 大学院法学研究科２年

5 坂田　直人 鯖江市 鯖江型の生涯スポーツ社会の実現 政治経済学部１年

6 須藤　友佳 天童市 ホームタウンスポーツ 経営学部２年

7 山田　康平 天童市 ◎将棋駒 商学部２年

※ファシリテーター　◎現地プログラムグループリーダー



 

熟議の様子 

   

 

発表シート 

   

 

   

 

 

 

 

【グループ⑤】

№ 氏　名 参加地域 参加テーマ

※1 玉置　雅彦 天童 リバティアカデミー副アカデミー長

2 浮塚　利夫 鯖江 社会連携事務長

3 太田　直規 天童市 フルーツ 商学部３年

4 前田　晃穂 鳥取市 福祉政策を考える 法学部３年

5 田中　宣成 鳥取市 ◎都会で売れる「鹿野ブランド」つくり 大学院グローバル・ビジネス研究科１年

6 開發　祐介 鯖江市 ◎市民協働による食育推進 経営学部４年

7 内田　隼太 鯖江市 鯖江型の生涯スポーツ社会の実現 経営学部３年

※ファシリテーター　◎現地プログラムグループリーダー


